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2021 年（令和 3 年）

（
代
理
含
む
）、
推
進
協
か
ら
は
赤
枝

会
長
や
稲
庭
副
会
長
ら
5
名
が
出
席
、

14
名
の
理
事
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
傍
聴

し
た
。
ま
た
、
要
望
事
項
に
対
す
る

回
答
や
説
明
者
と
し
て
、
厚
労
省
老

健
局
の
須
藤
明
彦
高
齢
者
支
援
課
長

や
平
子
哲
夫
老
人
保
健
課
長
ら
が
出

席
し
た
。

石
原
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
4
月

に
逝
去
し
た
推
進
協
の
前
会
長
赤
枝

雄
一
氏
の
功
績
を
改
め
て
讃
え
る
と

共
に
黙
祷
に
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し

た
。今

回
、
会
長
と
し
て
初
め
て
議
連

総
会
に
臨
ん
だ
赤
枝
会
長
は
冒
頭
あ

い
さ
つ
で
「
近
い
将
来
、個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
と
言
う
名
称
を
使
わ
な
く
て
も
、

勉
強
会
に
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
議
連

か
ら
石
原
会
長
や
宮
澤
博
行
副
会
長
、

司
会
の
中
村
裕
之
事
務
長
ら
約
20
名

2 年ぶり ユニット議連と勉強会
推
進
協
　
コ
ロ
ナ
・
報
酬
改
定
を
要
望

選
挙
を
見
据
え
政
治
連
盟
と
も
連
携石原会長に要望書を手渡す赤枝会長

日
本
で
は″
特
養
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
〟

そ
れ
が
当
然
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
」
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
一

層
の
普
及
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
を

表
明
し
た
。

併
せ
て
、
コ
ロ
ナ
の
か
か
り
増
し

経
費
補
助
や
実
質
的
に
は
上
が
ら
な

か
っ
た
基
本
報
酬
の
次
期
改
定
で
の

引
き
上
げ
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
で
の
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
評
価
策
な
ど
を
緊
急
要
望

し
た
。
＝
別
表
参
照
。

ユ
ニ
ッ
ト
は
拡
大
防
止
に
有
効

稲
庭
副
会
長
は
、
長
年
の
経
験
や

推
進
協
の
緊
急
調
査
結
果
を
織
り
交

ぜ
、「
コ
ロ
ナ
で
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
が

感
染
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
非
常

に
有
効
で
あ
る
」
と
話
し
た
。

石
原
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
集

団
で
の
生
活
が
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に

つ
な
が
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

て
も
、世
の
中
を
着
実
に
個
室
ユ
ニ
ッ

要望事項（趣旨） 厚労省回答概要

義務的業務の追加（14 項目）
は報酬とセットで

サービスの質の確保、向上と言う観
点から改正。一定の経過措置を設け
た。

テクノロジー活用と
サービスの質向上はセットで

ご指摘の通り。両輪でしっかりと進
めていくことが重要と認識。

ユニットリーダー研修の
暫定措置解除と体系化

解除は困難だが、ユニットリーダー
はユニットケアの質の向上に重要。
引き続き、研修事業の促進に取り組
みたい。研修の体系化は必要と認識。

特養入居要件
（要介護３以上）緩和を

自治体の地域差をとらまえ、今後の
施設の在り方を検討したい。

基本報酬の引き上げ
基本報酬は原則上げた。併せて、食
費を１日 50 円増、LIFE の関係の加
算も創設。

LIFE の評価指標の開発を
LIFE の評価指標の開発は、科学的
裏付けに基づく介護に係る検討会で
検討している。

サービス提供体制強化加算は
無資格職員に配慮を

介護福祉士の割合が高い事業所を評
価するためのもの。従前の加算は見
直していない。

ト
推
進
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
応
じ
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
必
要

性
を
強
調
し
た
。

政
治
連
盟
と
連
携
し
て
支
援

赤
枝
会
長
は
今
年
来
年
と
続
く
衆

参
選
挙
に
向
け
、
推
進
協
と
表
裏
を

成
す
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推

進
政
治
連
盟
（
政
治
連
盟
）
と
も
連

携
し
て
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
議
員
の
応

援
に
努
め
る
決
意
を
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
佐
々
木
亀
一
郎
政

治
連
盟
代
表
は
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
、
推
進
協
と
連
携
し
て
一
層
の
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

議
員
か
ら
の
質
疑
応
答

議
員
か
ら
の
主
な
質
疑
と
厚
労
省

の
回
答
は
以
下
の
通
り
。

▽
宮
澤
博
行
衆
議
院
議
員
「
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
は
利
用
者
の
孤
立
化
を
招

く
と
い
う
反
論
を
国
会
議
員
か
ら
聞

い
た
。
違
和
感
を
覚
え
る
が
実
際
は

ど
う
な
の
か
」
→
【
厚
労
省
】「
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
が
孤
立
化
を
招
く
と
い
う

　

６
月
８
日
、
2
年
ぶ
り
に
自
民
党
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟

（
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
、
石
原
伸
晃
会
長
）
と
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施

設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
眞
紀
子
会
長
）
の
勉
強
会
が
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
赤
枝
会
長
は
コ
ロ
ナ
の
か
か
り
ま
し
経
費
の
補

助
や
次
期
改
定
で
の
基
本
報
酬
の
引
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
要
望
書
を
提

出
し
、
衆
参
選
挙
に
向
け
政
治
連
盟
と
も
連
携
し
て
応
援
し
た
い
と
話
し

た
。
ま
た
、
稲
庭
千
弥
子
副
会
長
が
「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
に
有
効
だ
」
と
、コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
緊
急
調
査
結
果
を
示
し
て
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
の
優
位
性
を
強
調
し
た
。

意
見
は
聞
い
た
こ
と
が
無
い
」【
稲
庭

副
会
長
】「
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
制
度
化
に

も
携
わ
っ
た
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

も
長
年
経
営
し
て
い
る
が
、
孤
立
化

を
招
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
」

▽
小
島
敏
文
衆
議
院
議
員
「
国
か

ら
介
護
現
場
に
衛
生
材
料
は
送
っ
て

い
る
と
思
う
が
、今
後
も
続
け
て
や
っ

て
い
く
の
か
」
→
【
厚
労
省
】
続
け

て
い
き
ま
す
。

▽
三
宅
伸
吾
参
議
院
議
員
「
空
い

て
い
る
特
養
を
使
わ
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
有
効
活
用
す
る
の
が
当

た
り
前
で
は
な
い
か
」
→
【
厚
労
省
】

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
、
特

養
の
有
効
活
用
の
検
討
を
進
め
た
い
」

▽
自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員
「
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ
進
め
て
ほ

し
い
」

オンラインで傍聴する 14 名の理事稲庭副会長佐々木代表

小島議員（左）と司会進行する中村事務長（右）

※要望書全文と緊急調査結果は推進協ホームページの会員専用ページに掲載。
自見議員
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◆
す
こ
や
か
苑
（
特
養
）

支
部
名　

青
森
支
部

法
人
名
（
福
）
青
森
県
す
こ
や
か
福
祉
事
業
団

法
人
代
表
者　

理
事
長 

本
堂
一
作

施
設
代
表
者　

施
設
長 

千
葉
伸
子

住
所  

青
森
市
浜
館
間
瀬
85
の
６

◆
ぐ
る
ー
ぷ
ほ
ー
む
「
こ
さ
か
」

支
部
名　

秋
田
支
部

法
人
名　
（
医
） 

寿
光
会

法
人
代
表
者　

理
事
長 

佐
々
木
亨

施
設
代
表
者　

係
長 

柳
沢
知
世
子

住
所  

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
上
前
田
16
番
地
11

◆
雅
荘
（
特
養
）

支
部
名　

茨
城
支
部

法
人
名　
（
福
）
ほ
ほ
え
み
会

法
人
代
表
者　

理
事
長 

平
澤
雅
男

施
設
代
表
者　

施
設
長 

菊
地
広
志

住
所 

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
岡
１
１
９
９

◆
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
八
千
代
台
（
特
養
）

支
部
名　

千
葉
支
部

法
人
名　
（
福
） 

翠
燿
会

法
人
代
表
者　

理
事
長 

津
川
恵
美
子

施
設
代
表
者　

施
設
長 

日
高
和
枝

住
所 

八
千
代
市
八
千
代
台
西
７
‐
２
‐
69

◆
羽
沢
の
家
二
番
館
（
特
養
）

支
部
名　

神
奈
川
支
部

法
人
名　
（
福
） 

さ
く
ら
会

法
人
代
表
者　

理
事
長 

平
本
剛
士

施
設
代
表
者　

施
設
長 

平
本
剛
士

住
所  

横
浜
市
神
奈
川
区
羽
沢
町
１
６
６
７
‐
１

◆
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ク
百
寿
（
地
域
密
着
）

支
部
名　

大
阪
支
部

法
人
名　
（
福
） よ
し
み
会

法
人
代
表
者 

理
事
長 

中
辻
祥
代

施
設
代
表
者　

施
設
長 

山
口
大
輔

住
所 

堺
市
南
区
茶
山
台
3
丁
22-

11 

◆
希
望
（
地
域
密
着
）

支
部
名　

熊
本
支
部

法
人
名　
（
福
） 龍
峯
会

法
人
代
表
者 

理
事
長 

坂
田
礼
子

施
設
代
表
者 

施
設
長　

坂
田
礼
子

住
所　

八
代
市
興
善
寺
町
４
９
５
番
地
1

◆
美
晴
が
丘
（
地
域
密
着
）

支
部
名　

大
分
支
部

法
人
名(

福
） 

孝
寿
福
祉
会

法
人
代
表
者 

理
事
長 

伊
藤
恭

施
設
代
表
者　

施
設
長 

伊
藤
寿
和
子

住
所　

竹
田
市
直
入
町
長
湯
９
０
６
７
番
地
４

入
会
施
設
の
ご
紹
介

進
議
員
連
盟
に
緊
急
要
望
書
を
提
出

し
た
。
今
後
は
、
議
連
の
議
員
と
の

連
携
が
重
要
。
連
携
強
化
に
努
め
た

い
。▽

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
、
尊
厳
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
三
大
介

護
を
前
提
と
し
、
更
に
、
き
め
細
か

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
上
で
、

生
活
の
質
改
善
を
図
り
、
高
齢
者
一

人
ひ
と
り
に
生
き
る
役
割
を
創
出
し
、

張
り
合
い
の
あ
る
日
常
を
生
み
出
す

こ
と
を
特
長
と
す
る
も
の
。
ひ
と
こ

と
で
言
え
ば‶

非
常
に
高
度
な
介
護

技
術
″
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
質
向
上
の
た
め
、
研
修
の

充
実
と
実
地
研
修
施
設
の
拡
大
に
努

め
た
い
。

社
員
総
会 

事
業
計
画
な
ど
承
認

社
員
総
会
で
は
、
20
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
な
ど
2
議
案
を
承

認
。
ま
た
、
21
年
度
の
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
な
ど
２
事
項
の
報
告
を

受
け
た
。

【
第
2
号
議
案
・
役
員
改
選
に
つ
い

て
】（
退
任
理
事
）▽
赤
枝
雄
一
氏（
死

去
）
▽
柿
本
貴
之
氏
▽
日
野
頌
三
氏
、

▽
若
月
剛
一
氏
（
い
ず
れ
も
任
期
満

了
）。（
新
任
理
事
）
▽
今
千
尋
氏
（
函

館
大
庚
会
・
常
務
理
事
）
▽
近
石
千

恵
美
氏
（
登
豊
会
・
岐
南
仙
寿
う
れ

し
野
施
設
長
）
▽
森
山
朋
子
氏
（
楽

慈
会
・
理
事
長
）
▽
若
月
剛
治
氏
（
春

生
会
・
あ
さ
ひ
が
丘
施
設
長
）。

6
月
23
日
、
推
進
協
の
第
16
回

社
員
総
会
と
理
事
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

会
長
と
し
て
初
の
総
会
と
な
っ

た
赤
枝
会
長
。
冒
頭
の
挨
拶
で
「
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
を
一
層
推
進

し
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
社
会
に
広

く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
今
後
の
大

き
な
目
標
と
す
る
。
そ
の
た
め
に

稲
庭
理
事
を
副
会
長
に
迎
え
、
新

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

ま
た
、
4
月
1
日
に
死
去
し
た

夫
赤
枝
雄
一
氏
の
病
院
で
の
看
取

り
経
験
を
踏
ま
え
、「
最
期
の
時
ま

で
一
緒
に
い
ら
れ
る
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
の
良
さ
を
活
か
し
、
や
さ
し

さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
ケ
ア
を
目

指
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

赤
枝
会
長
の
決
意
表
明
（
要
旨
）

▽
少
子
化
に
よ
る
人
材
不
足
、

国
家
財
政
上
の
リ
ス
ク
等
、
介
護

保
険
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
介

護
事
業
者
の
将
来
を
楽
観
視
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
不
満
足
な
内

容
と
な
っ
た
４
月
の
報
酬
改
定
等

に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推

社
員
総
会
・
理
事
会
を
開
催 

新
体
制
を
構
築

赤
枝
会
長
事
業
方
針
を
明
示

【
報
告
事
項
１
・
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
】
8
月
31
日
（
火
）、
新
規
事

業
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
完
全
実
施
決
議

大
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
予
定
。

《
大
会
の
開
催
主
旨
》
４
月
の
報
酬

改
定
が
15
人
定
員
ユ
ニ
ッ
ト
整
備
に

道
を
開
く
と
共
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
導

入
や
効
率
化
推
進
の
方
向
性
か
ら
見

て
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
が
お
ざ
な
り
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
整
備
目
標
達

成
に
向
け
た
一
層
の
整
備
推
進
や
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
受
講
者
の
完

全
配
置
を
求
め
た
決
議
を
行
う
機
会

と
す
る
。
会
員
に
限
ら
ず
多
様
な
応

援
団
の
協
力
を
求
め
る
。

入
会
10
年　
42
施
設
を
表
彰

入
会
10
年
を
迎
え
た
42
施
設
を
表

彰
し
た
。
代
表
と
し
て
神
之
浦
文
三

理
事
長
（
秀
峯
会
・
き
じ
の
里
〈
長

崎
〉）
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
看
取
り
期

の
面
会
な
ど
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
最
大

の
利
点
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
改

め
て
そ
の
価
値
を
知
っ
た
。
今
後
も

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
推
進
と
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
う
報
酬
獲

得
に
会
員
の
一
人
と
し
て
努
め
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

理
事
会 

赤
枝
代
表
理
事
再
任

社
員
総
会
に
続
け
て
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
赤
枝
眞
紀
子
代
表
理
事
の

再
任
お
よ
び
介
護
保
険
委
員
に
森
山

憲
克
氏
（
ら
く
じ
会
グ
ル
ー
プ
・
統

括
施
設
長
）、
研
修
委
員
に
澤
田
重
徳

氏
（
燦
燦
・
副
施
設
長
）
の
追
加
選

任
を
了
承
し
た
。

第
16
回
社
員
総
会

コロナでユニットの価値を
再認識したと語る神之浦氏

　
６
月
23
日
、
推
進
協
（
赤
枝
眞
紀
子
会
長
）
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
第
16
回

社
員
総
会
お
よ
び
21
年
度
第
3
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
社
員
総
会
で
は
20
年
度

の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
と
役
員
選
任
な
ど
２
議
案
を
了
承
し
、
委
員
会
委
員

や
支
部
長
の
選
任
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
報
告
し
た
。
新
た
に
稲
庭
千
弥
子
理
事

（
友
遊
会
理
事
長
）
を
副
会
長
に
加
え
る
な
ど
新
体
制
を
構
築
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
の
一
層
の
推
進
と
浸
透
を
図
る
た
め
の
事
業
方
針
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
第

3
回
理
事
会
で
は
、
赤
枝
会
長
の
代
表
理
事
再
任
を
了
承
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
会
員
施
設
を
対
象
に
６

月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

回
答
施
設
数
は
１
５
１
施
設
、
有
効

回
答
率
は
39
・
２
％
。

感
染
拡
大
は
協
力
ユ
ニ
ッ
ト
ま
で

新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
た
施
設
数

は
１
５
１
施
設
中
34
施
設
、
そ
の
う

ち
「
ユ
ニ
ッ
ト
を
超
え
て
感
染
が
拡

大
し
た
」
4
施
設
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
と
こ
ろ
、
感
染
は
隣
接
す
る
協
力

ユ
ニ
ッ
ト
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
に
は

拡
大
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
懸
上
事
務
長
は
「
ユ
ニ
ッ

ト
型
は
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
の
に

適
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

証
明
で
き
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
は
会
員
施
設
を
対
象
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
、
感
染
は
協
力
ユ
ニ
ッ
ト
ま
で
は
広
が
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以

上
の
感
染
拡
大
は
無
か
っ
た
。
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
は
感
染
拡
大
防
止
に
効
果

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

個
室
ユ
ニ
ッ
ト 

感
染
拡
大
防
止
に
効
果
あ
り

推
進
協
・
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

感染の範囲について 施設数 比率
ユニットを超えての感染 4 2.9％

協力ユニットを超えての感染 0 0％

施設内感染者
（入居者・職員の計） 施設数 比率

0 人 117 77.5％
1 ～ 5 人 29 19.2％

6 ～ 10 人 1 0.7％
11 人以上 4 2.6％

総計 151

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
は

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

推
進
協
は
４
月
か
ら
6
月
に
か
け

て
、
会
員
対
象
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
4
回
開
催
し
、

28
施
設
、
48
名
が
参
加
し
た
。

介
護
現
場
の
課
題
の
意
見
を
集
約

し
、
次
期
介
護
報
酬
改
定
の
議
論
が

始
ま
る
令
和
5
年
４
月
ま
で
に
取
り

ま
と
め
る
。
次
期
報
酬
改
定
は
6
年

サ
イ
ク
ル
の
介
護
・
診
療
の
同
時
改

定
。
今
年
度
の
改
定
が
小
規
模
だ
っ

た
反
動
で
大
規
模
な
改
定
が
見
込
ま

れ
る
。
早
期
に
検
討
の
土
台
を
組
織

内
部
に
作
っ
て
お
く
こ
と
が
狙
い
。

同
時
改
定
で
は
法
律
の
重
要
部
分

に
関
す
る
制
度
改
正
も
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
介
護
事
業
者
は
重
大

な
影
響
を
受
け
が
ち
だ
。
厳
し
い
国

ユ ニ ッ ト ケ ア を 社 会 に 広 く 浸 透 さ せ る （ 赤 枝 会 長 ）

赤枝眞紀子会長

家
財
政
を
背
景
に
、
次
期
改
定
で
は
、

介
護
予
防
給
付
の
見
直
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
と
連
動
さ
せ
た
効
率
化
の
一
層
の

推
進
、
長
年
の
懸
案
で
あ
る
被
保
険

者
年
齢
の
引
き
下
げ
な
ど
が
議
論
の

対
象
と
な
り
得
る
。

今
後
は
支
部
単
位
で
開
催
す
る
。

＝
静
岡
支
部
は
８
月
4
日
（
水
）
開
催
を
予
定
。

6
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
支
部
長

会
で
も
開
催
の
協
力
要
請
を
行
っ
た
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
全
国
の
会

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
、
意
見
を
聞
く
一
方
で
情
報
提
供

も
行
っ
て
い
る
。

10
月
か
ら
2
巡
目
を
開
催
予
定

事
務
局
は
参
加
の
呼
び
か
け
を
強

化
の
上
、
2
巡
目
を
開
催
し
、
報
酬

改
定
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。

【会員施設数】　３８５施設 　（令和３年 7 月１３日現在）


